
 

 ミジンコを用いた化学物質の生物影響の作用機序の解明 

宮川一志（宇都宮大バイオ） 

我々人間の生活活動によって環境水中に排出された化学物質は、そこに生息する生物に取り込まれ
た際にその内分泌機構を始めとする様々な生命機能をかく乱し、深刻な悪影響をおよぼすことがあ
る。したがって、化学物質の持つリスクを正確に測定・評価することは極めて重要である。さらに加
えて、2012 年以降、様々な化学物質が生物に与える影響を分子から個体・集団まで様々なレベルで連
続的に理解しようとする Adverse Outcome Pathway（AOP）プロジェクトが OECD より提案され、
化学物質の作用機序の分子レベルでの理解の重要性が急速に世界中で認識されつつある。 
淡水性動物プランクトンのミジンコは湖沼生態系において一次生産者（植物プランクトン）と高次

消費者（魚など）の間を繋ぐ重要な役割を果たしており、湖沼環境の安定化に欠かせない動物である。
ところが、近年殺虫剤として使用されている JH および人工的に合成した JH 類似物質がミジンコの
性をかく乱しオス化させることが明らかとなった。これはミジンコ個体群および湖沼生態系の壊滅に
つながりうる深刻な内分泌かく乱の事例である。発表者は JH によるミジンコの性のかく乱の AOP
解析に着手し、JH の毒性発揮の鍵となる受容体分子の同定に成功した 1）。さらに受容体分子を用いた
レポーターアッセイシステムを整備し、生物試験より遥かに簡便安価で迅速に、JH 活性を示す分子
を検出できる試験管内毒性試験法を確立した 2, 3）。 
また最近では高分子および分解産物の AOP 解析研究にも取り組んでいる。これまでに行われてい

る AOP 解析は主に環境
中で安定な低分子を対象
としているが、高分子材
料は生物体内外において
時間とともに分解され、
物理化学的に全く異なる
性質を持つ状態へと刻一
刻と変化する。発表では
高分子およびその分解産
物が生物に示す毒性影響
とその作用機序について
も、得られている最新の
データを紹介したい。 
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